
 

第 23 回 名古屋市アジア・アジアパラ競技大会推進本部会議 

次 第 

 

日 時：令和 6 年 12 月 24 日（火）16:15～ 

場 所：本庁舎 2 階 第 1 会議室     

 

 

○ 開会 

 

 

○ 議題 

 

 １ アジア・アジアパラ競技大会の現状について         【資料１】 

 

 ２ 推進本部体制の見直しについて               【資料２】 

 

 ３ 選手団宿泊施設に係る現状と今後の進め方について      【資料３】 

 

 ４ ２０２６アジア競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョンの改訂について 【資料４】 

 

 

〇 報告事項 

 

・アジア・アジアパラ競技大会におけるテストイベントの検討状況等について 

【資料５】 

  

・イベント等におけるあいさつ文案について            【資料６】 

 

 ・アジア・アジアパラ競技大会のＰＲについて          【資料７】 

 

 



1 見直しの方針について 

大会開催時を見据え、より実効性のある推進本部体制へ再編成するもの。 

 

2 新旧対照について 

【現在の推進本部体制】 

名古屋市アジア・アジアパラ競技大会推進本部 

【本部長】市長 【副本部長】副市長 【構成局】全局（幹部会出席局区室） 

総括 

ｱｼﾞｱ/ｱｼﾞｱﾊﾟﾗ 
魅力発信 競技会場 まちづくり レガシー 

◎総務 

◎スポ市 

◇健福 

財政 観文 

住都 教育 

◎スポ市 

◇観文 

 市長 総務 

 経済 健福 

◎スポ市 

◇総務◇緑土 

 経済 観文 

 健福 交通 

◎住都 

◇緑土 

 総務 財政 

 ス ポ 市 環境 

 健福 上 下 水 

全局 

 

◎総務 

◇スポ市 ◇観文 

◇健福 ◇住都 

◇教育 

 

【今後の推進本部会議体制（案）】 

名古屋市アジア・アジアパラ競技大会推進本部 

【本部長】市長 【副本部長】副市長 【構成局】全局区室 

総括・レガシー 

調 整 会 議 

都市運営調整会議 
広報・おもてなし・魅力発

信調整会議 

 競技会場 輸送  聖火リレー 

全局区室 

 

◎総務 

◇財政 

◇スポ市 

◇健福 

 

◎総務 

◇防災 

財政 ス ポ 市

経済 観文

環境 健福

住都 緑土 

教育 消防

上 下 水 交通

瑞穂 港 

◎スポ市 

◇総務 

財政 経済 

観文 健福 

緑土 

 

 

 

 

◎総務 

◇防災 

健福 住都

緑土 交通 

 

◎総務 

◇スポ市 

◇観文 

防災 市長

経済 環境 

健福 住都

緑土 教育 

消防 交通 

全区 

◎総務 

◇スポ市 

防災 観文 

環境 緑土 

消防 交通 

全区 

 

3 各会議の所管事項について 

会議名称 所管事項 

推進本部会議 ・名古屋市としての意思決定 

総括・レガシー調整会議 

・全局区室に係る事項の検討・調整 

・レガシーに係る検討・調整 

都市運営調整会議 
・円滑な大会運営の支援に係る検討・調整 

・地元住民生活等への影響の低減に係る検討・調整 

 

競技会場調整部会 

・本市が所有する競技会場の改修に係る検討・調整 

・本市が所有する競技会場及び練習会場の使用期間・

使用料等に係る検討・調整 

輸送調整部会 ・市内における輸送に係る検討・調整 

広報・おもてなし・魅力発信調

整会議 

・大会の広報にかかる検討・調整 

・大会をきっかけとする来名者へのおもてなしの検

討・調整 

・名古屋の魅力発信にかかる検討・調整 

・市内装飾にかかる検討・調整 

・市民と選手・アジア各国との交流検討・調整 

 

聖火リレー調整部会 ・聖火リレーの実施の検討・調整 

 

２ 名古屋市アジア・アジアパラ競技大会推進本部体制の見直しについて 

資料２



 別添 ２-１ 

○都市運営調整会議について 

（１）所管事項 

・円滑な大会運営の支援に係る検討・調整 

・地元住民生活等への影響の低減に係る検討・調整 

 

（２）各局区室の主な役割分担 

構成員 役割 

防災危機管理局 

（副座長） 

・テロ対策に関する関係機関との調整 

総務局 

（座長） 

・都市運営にかかる庁内調整 

・組織委員会・開催都市運営本部との調整 

・サイバーテロ対策に関する対応 

財政局 ・競輪組合との調整 

スポーツ市民局 ・施設所管局として指定管理者との調整 

観光文化交流局 ・施設所管局として指定管理者との調整 

・外国政府関係者の表敬訪問にかかる調整 

経済局 ・施設所管局として指定管理者との調整 

環境局 ・競技会場周辺におけるゴミ収集時間の調整 

・廃棄物の減量及び適正処理に関する立ち入り調査及び指導の実施（該

当建築物に限る） 

健康福祉局 ・大会期間中の感染症対策・医療体制に関する調整 

・競技会場、宿泊施設等の食品衛生監視 

・競技会場、宿泊施設等の環境衛生監視 

住宅都市局 ・競技会場等周辺エリアの違反広告物の指導及び除去パトロール 

・あおなみ線・ガイドウェイバスに関する調整 

・名古屋港管理組合との調整 

・水上交通との調整 

緑政土木局 ・施設所管局（道路、緑地、河川等）としての調整 

消防局 ・競技会場等における救急搬送及び火災等の災害対応 

・大会期間中の競技会場、宿泊施設等の防火管理面の検査 

教育委員会 ・学校ごとの観戦に関する調整 

上下水道局 ・施設所管局としてマンホールや浄水場などのテロ対策 

交通局 ・市営交通に関する調整・テロ対策 

瑞穂区 ・メイン会場の所在区としての調整 

港区 ・選手メイン宿泊施設の所在区としての調整 

全構成員共通 ・大会期間中の緊急対応 

 

〇競技会場調整部会について 

（１）所管事項 

・本市が所有する競技会場の改修に係る検討・調整 

・本市が所有する競技会場及び練習会場の使用期間・使用料等に係る検討・調整 

 

（２）各局室の主な役割分担  

構成員 役割 

総務局 

（副座長） 

・組織委員会及び愛知県との調整 

・競技会場にかかる庁内調整 

財政局 ・会場使用料等に係る調整 

・競輪組合との調整 

スポーツ市民局

（座長） 

・施設所管局として競技会場等の改修及び指定管理者との調整 

観光文化交流局 ・施設所管局として指定管理者との調整 

経済局 ・施設所管局として指定管理者との調整 

健康福祉局 ・バリアフリー改修に関する調整 

緑政土木局 ・施設所管局（道路、緑地等）として競歩・マラソンコース及び公園等

の利用に係る調整 

 

〇輸送連絡調整部会 

（１）所管事項 

・市内における輸送に係る検討・調整 

 

（２）各局室の主な役割分担  

構成員 役割 

防災危機管理局 

（副座長） 

・テロ対策に関する関係機関との調整 

総務局 

（座長） 

・輸送にかかる庁内調整 

・組織委員会及び愛知県との調整 

健康福祉局 ・アクセシブルルート・バリアフリー改修に関する調整 

住宅都市局 ・あおなみ線・ガイドウェイバスとの調整 

緑政土木局 ・施設所管局（道路等）として輸送経路に関する調整 

交通局 ・市営交通に関する調整 

 

名古屋市アジア・アジアパラ競技大会推進本部都市運営調整会議について 



 別添 ２-２ 

○広報・おもてなし・魅力発信調整会議について 

（１）所管事項 

・大会の広報にかかる検討・調整 

・大会をきっかけとする来名者へのおもてなしの検討・調整 

・名古屋の魅力発信にかかる検討・調整 

・市内装飾にかかる検討・調整 

・市民と選手・アジア各国との交流検討・調整 

 

（２）各局区室の主な役割分担 

構成員 役割 

防災危機管理局 ・テロ対策に関する関係機関との調整 

市長室 
・大会の広報全般への助言・調整 

・市長室の持つ広報媒体での情報発信 

総務局 

（座長） 

・組織委員会等との調整 

・アジア・アジアパラ競技大会にかかる広報 

・名古屋の魅力発信にかかる調整 

・市内装飾にかかる庁内調整 

・おもてなし・魅力発信にかかる催事の庁内調整 

・フレンドシップ事業にかかる庁内調整 

・魅力発信にかかる文化プログラムの庁内調整 

スポーツ市民局 

（副座長） 

・テストイベントの盛り上げ 

・文化プログラムへの参画 

・施設所管局として市内装飾の調整 

経済局 
・施設所管局として市内装飾の調整 

・魅力発信にかかる文化プログラムの調整 

観光文化交流局 

（副座長） 

・施設所管局として市内装飾の調整 

・施設所管局としておもてなし・魅力発信に係る催事実施のための調整 

・魅力発信にかかる文化プログラムの調整 

・フレンドシップ事業実施にあたって既存事業の活用 

健康福祉局 
・施設所管局として市内装飾の調整 

・フレンドシップ事業実施にあたって既存事業の活用 

住宅都市局 
・施設所管局として市内装飾の調整 

・施設所管局としておもてなし・魅力発信に係る催事実施のための調整 

構成員 役割 

緑政土木局 
・施設所管局としておもてなし・魅力発信に係る催事実施のための調整 

・魅力発信にかかる文化プログラムの調整 

消防局 ・大会に係る消防・救急の助言・調整 

各区役所 

・各区役所・支所における市内装飾の調整 

・魅力発信にかかる文化プログラムの調整 

・フレンドシップ事業（地域向け）の調整 

教育委員会 
・フレンドシップ事業（学校向け）の調整 

・魅力発信にかかる文化プログラムの調整 

 

〇聖火リレー調整部会について 

（１）所管事項 

・聖火リレーの実施の検討・調整 

 

（２）各局室の主な役割分担  

構成員 役割 

防災危機管理局 ・聖火リレーにかかるテロ対策に関する関係機関との調整 

市長室 ・市長室の持つ広報媒体での情報発信 

総務局 

（座長） 

・組織委員会等との調整 

・聖火リレーにかかる広報 

・聖火リレーにかかる庁内調整 

スポーツ市民局 

（副座長） 
・盛り上げイベントへの参画 

観光文化交流局 ・施設所管局として採火式実施のための調整 

環境局 ・聖火リレーに係るごみ収集ルートの調整 

緑政土木局 
・施設所管局として聖火リレーの実施に向けた道路、公園等の利用に係

る調整 

交通局 ・聖火リレーに係るバスルートの調整 

消防局 

・聖火リレーに係る救急搬送の調整 

・聖火リレー・採火式に係る助言・調整 

（緊急車両を妨げないルート設定にかかる調整を含む） 

各区役所 ・区内における聖火リレー・採火式の調整 

 

 

名古屋市アジア・アジアパラ競技大会推進本部広報・おもてなし・魅力発信調整会議について 



 

 

 

 
 

 

 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料４



 

《特別寄稿》                         

 

 

 

 

 

 
 
 
 ＮＡＧＯＹＡビジョンに寄せて                   

  2026年に名古屋市で開催される「アジア・アジアパラ競技大会」は、大規模な国際ス
ポーツイベントであり、まちの姿を大きく変えるパワーを有しています。それは、開催
都市のスポーツ振興や住⺠のアクティブライフの推進といった地域資産形成型政策（イ
ンナー政策）の充実に加え、国内や海外から人を呼び込み、名古屋市の経済を活性化す
るという域外交流振興型政策（アウター政策）を起動させる力です。本ビジョンが掲げ
る「アジア・アジアパラ競技大会を契機としてめざすまちの姿」としては、「健康・地
域活力」と「魅力・誇り」が前者で、「国際交流・多様性」と「イノベーション・持続
可能性」が後者にあたります。特に大会後のレガシーを活性化（アクティベート）する
施設活用の推進や、大会の開催によって向上した知名度と都市ブランドがもたらすイン
バウンド観光客やMICE誘致件数の増加など、名古屋市に人や情報、そしてイノベーシ
ョンを呼び込むアウター政策が、今後さらに重要性を増すでしょう 

都市には目標が必要です。本ビジョンに描かれているまちの姿を実現するため、アジ
ア・アジアパラ競技大会を成功させ、そのレガシーを正しい方向に導くことが大切です。
「2026アジア・アジアパラ競技大会NAGOYAビジョン有識者懇談会」の座⻑として、
2026 アジア・アジアパラ競技大会に向けた本ビジョンが、名古屋市⺠のアクティブラ
イフを推進し、健康でウェルビーイングなまちづくりに貢献することを心から祈念して
おります。 

 

  

２０２６アジア・アジアパラ競技大会 NAGOYA ビジョン 
有識者懇談会 座⻑ 

大阪体育大学 学⻑ 

⼀般社団法人⽇本スポーツツーリズム推進機構 会⻑ 
 
原田 宗彦 氏 
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1 

１ 2026アジア・アジアパラ競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョンとは 

１┃ビジョンの意義 

令和 8 年に本市及び愛知県において開催される第20 回アジア競技大会・第 5 回アジア
パラ競技大会（以下、「アジア・アジアパラ競技大会」という。）は、本市が今まで経
験したことのない規模の国際総合スポーツ大会です。 

アジア・アジアパラ競技大会の開催は、過去大会の実績から、選手、監督、コーチな
どといった大会関係者や観客など、多くの方々がこの地域を来訪すると見込まれ、経済
波及効果をはじめ本市の知名度の向上など、さまざまな効果が期待できます。 

例えば、国際大会が開催できる競技会場の整備や誰もが安心・快適に過ごすことので
きる都市基盤の整備など、大会の開催に向けさまざまな整備が実施されます。また、大
会に参加するアジア４５の国と地域の歴史・文化に触れることやさまざまな背景を持つ
選手たちの最高のパフォーマンスを観戦することで、大会を通し国際感覚が養われ、多
様性への理解を深める良い機会にもなります。 

このように、国際総合スポーツ大会の開催は、開催都市のスポーツの振興だけでな
く、都市が抱える社会課題などを解決し、住みよいまちをつくる「触媒」としての力が
備わっています。本市では、アジア・アジアパラ競技大会を「触媒」とし、⼀過性のス
ポーツイベントで終わらせることなく、大会の開催効果をスポーツの振興をはじめ、国
際交流の促進、共生社会の実現、国際競争力の強化、都市環境整備の促進など、さまざ
まな分野につなげていくことが重要であると考えています。 

本ビジョンは、「夢や希望をはぐくみ、誰もが自分らしく生きる」「アジアとともに
歩み、更なる飛躍を遂げる」をコンセプトに、大会の開催を契機として本市がめざすま
ちの姿を明らかにするために策定しました。また、本ビジョンのコンセプトを踏まえな
がら、具体的に４つのまちの姿を目指し、各種取り組みなどを進めてまいります。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
「大会で、アジアをはじめとした諸外国

や多様な人々との交流や理解が深まるこ

とで、豊かな国際感覚を備え、多様性に

理解を示す市民が増えるとともに、国際

社会で活躍する人材が育ち・集う、開か

れた都市」 

 

「大会で、活用した都市基盤、先端技

術、危機管理体制などが、大会モデルと

して未来に引き継がれることで、絶え間

なくイノベーションし続ける、持続可能

な都市」 

 

「スポーツが新たな都市ブランドのひと

つとして確立されるとともに、名古屋の

魅力が国内外に発信されることで、にぎ

わいあふれ市民が誇りをもてる都市」 

 

「スポーツにより、市民が健康に暮ら

し、地域の活動が盛んになることで、活

力ある都市」 
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 ＜複合的な施策の展開イメージ＞ 
  

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

＜NAGOYA ビジョンのコンセプト＞ 

・大会のかけがえのない記憶と感動を夢と希望として未来へつなぎ、誰

もが自分らしく生きることのできるまちをめざします。 
・アジアをはじめ世界の人々への相互理解を推進し、アジアとともに歩

み、更なる飛躍を遂げ、持続的に発展する国際都市をめざします。 
 

誰もが安全で快適に活動できる 
ユニバーサルデザインの推進 

すべての人が安心・安全

に利用できる施設などの

整備や市民・事業者への

意識のバリアフリー啓発

活動などを実施 

子どもたちの夢を育む 

大会を契機としたアスリ

ートとの交流や国際理解

などをテーマとした学習

教材の活用など、子ども

たちの将来につながる取

り組みを実施 

新たなスポーツ・障害者スポーツの振興 

大会を契機に、アーバ

ンスポーツ大会の開催

や社会課題の解決に向

けたｅスポーツ体験

会、障害者スポーツの

体験会などを実施 

大会の機運醸成及び広報 PR の推進 

開催機運の醸成を図る

ため、開催までの節目

を記念したイベントの

実施や大会ＰＲ・情報

発信などを実施 
 

アジア・アジアパラ競技大会 
でバージョンアップ 

様々な施策を同時に展開し加速させることにより 
ＮＡＧＯＹＡレガシーの形成へ 
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 １  2026アジア・アジアパラ競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョンとは 

２┃ビジョンの位置づけ 

本市のまちづくりの大きな方向性を示す、最上位の計画である「名古屋市総合計画２
０２８」においては、アジア・アジアパラ競技大会の開催とレガシーの形成について、
今後本格的な人口減少社会が到来する中で、将来にわたり名古屋大都市圏の活力を維持
し、さらなる地域の発展に向けた好循環に繋げていくため、重点戦略のうち特に未来に
つながる先⾏投資の要素が強い分野である成⻑の原動力として位置づけるとともに、⻑
期的展望に立った上で、本市のめざす都市像を描くとともに、その都市像の実現に向け
て取り組む施策を明示し、市政を総合的かつ計画的に運営していくこととしています。 

本ビジョンは、アジア・アジアパラ競技大会の成功とその先を見据え、大会を契機と
して本市がめざすまちの姿を明らかにするものとして「名古屋市総合計画２０２８」と
整合をはかりながら⼀体的に検討（P.27参照）を進めるとともに、「名古屋市スポーツ
戦略」などの各局室における関係分野にかかる個別計画との整合も考慮して策定したも
のです。また、愛知県が策定した「アジア・アジアパラ競技大会を活用した地域活性化
ビジョン」とも連携を図っています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

３┃アジア・アジアパラ競技⼤会に関する提⾔（新たな理念）との関係 
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を経て、大規模な国際スポーツ大会の

開催意義が問われている中で、アジア・アジアパラ競技大会が市⺠などから⽀持される大
会になるよう事業モデルをイノベーションし、時代のニーズに応えた大会開催を目指して
いく必要があります。大会に期待される役割を改めて整理した上で、大会を契機に地域が
目指す新たな理念が令和 6 年 3 月に提言され、本ビジョンにおいてもその理念等を踏まえ
て策定しました。 

【新たな理念】 
 
 
 
 
※「様々な社会課題を解決し、社会の変容につなげていくことで、子どもの未来につなげる」 
などのメッセージが込められています。 

アジアの 子どもの 未来の ために 

(A better future for Asia, a better world for Children） 



4 

 

４┃持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）との関係 

国際連合では、第70 回国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030  アジェン
ダ」において、ＳＤＧｓの17 の目標とそれぞれの達成に向けた課題に取り組む潜在的能力
を備えた重要かつ強力なツールとして、スポーツがその役割を果たすことを期待し、以下
のように記載しています。 

スポーツもまた、持続可能な開発における重要な鍵となるものである。我々は、スポー

ツが寛容性と尊厳を促進することによる、開発及び平和への寄与、また、健康、教育、

社会包摂的目標への貢献と同様、女性や若者、個人やコミュニティの能力強化に寄与す

ることを認識する。 

   国内においても、スポーツ庁が平成30年9月に策定した｢スポーツ国際戦略｣ では、
スポーツを通じて国際連合がＳＤＧｓに掲げる社会課題の解決に対して最大限の貢献を
していくことを目指すことを目標としています。 

加えて、スポーツを通じた社会づくりというコンセプトのもと、スポーツの重要な特
徴である人を巻込む力によって、「多様性を尊重する社会」「持続可能で逆境に強い社
会」「クリーンでフェアな社会」の達成に、スポーツの国際展開により貢献することが
「スポーツ国際戦略」のビジョンとして示されています。 

こうしたスポーツを取り巻く国際的な潮流を鑑み、ＳＤＧｓ未来都市として、アジア 
・アジアパラ競技大会を契機としてめざすまちの姿を明らかにする本ビジョンにおいて
も、ＳＤＧｓの「世界を⽀えるための17の目標」や理念の「誰⼀人取り残さない」を踏
まえて策定しました。 

     
 
ＳＤＧｓとは、「持続可能な開発の
ための2030  アジェンダ」で記載され
た2016  年から2030  年までの国際目標
です。持続可能な世界を実現するた
めの17 の目標・ 169  のターゲットか
ら構成されています。 
17 の目標の中でも、「5 ジェンダ
ー平等を実現しよう」など一部の目
標は、全てに共通して関係する目標 
となっています。 
そのような目標は、本 
ビジョンにおいても全 
てのまちの姿に該当し 
ています。 

 

SDGsとは 

2030アジェンダに関する

ホームページはこちら 
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２ アジア・アジアパラ競技大会を契機としてめざすまちの姿 
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（ＮＡＧＯＹＡビジョン）              
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スポーツにより、市民が健康に暮らし、地域の活動が

盛んになることで、活力ある都市になっている 

         

 

 

 

 
アジア・アジアパラ競技大会を契機として、躍動するアスリートの姿を観ること

でスポーツへの関心がより高まり、大会で実施されるアジア特有の競技を含む多種
多様なスポーツを知ることで、スポーツは競技だけではなく、散歩やダンス、健康
体操、サイクリングなど文化としての幅広い概念であり、⼀部の人のものではない
「みんなのもの」という意識が浸透し、スポーツを⽇常生活の中に位置付けること
ができるようになっています。 

このように、スポーツは年齢や性別、障害の有無、国籍などに関わらず誰もが参
画できるものであり、すべての人がその適性や関心に応じて、楽しみながら⽇常
的・自発的にスポーツを継続して親しむことで、子どもの健やかな心身を育むとと
もに、生活習慣病の予防・改善や介護予防に繋がり、市⺠の心身の健康増進や生き
がいに満ちた生き方を実現し、健康⻑寿が実現したまちとなります。 

また、スポーツ大会やトップアスリートとの交流、各種イベントの実施、さらに
は、ボランティアをはじめとする市⺠活動への参加意欲の高まりによる市⺠の社会
貢献が定着することで、地域の⼀体感が高まり、活力に満ちたまちが実現していま
す。 

取り組みの方向性  
  ・・・・・・・・・・・・・・ ・・8 
 

 

 

 

 

 

  

アクティブライフの推進、健康増進 

子どものスポーツの充実 

地域活性化、市⺠活動の促進 

どうせ歩くなら「楽しく歩きましょう」。ス
ポーツ庁では、働き盛りの人に " 歩きやすい服
装 " で通勤・勤務するプロジェクトに取り組ん
でいます。また、楽しく歩くきっかけづくりと
なる「アプリ」（歩数に応じたゲーム機能やク
ーポン獲得）も提供しています。 

毎⽇の通勤を少し⼯夫することで、一⽇の滑り出しがスムースになり、ついつい歩い
てしまうこともあるかもしれません。この「ついつい」が大切なのです。「気持ちがよ
く気がつけば歩いていた」となれば、その習慣はきっと⻑続きするでしょう。 

スポーツ庁では、働き盛りの⽅のスポーツ参画人⼝拡大を通じて国⺠の健康増進を図
る官⺠連携プロジェクト「ＦＵＮ＋ＷＡＬＫ ＰＲＯＪＥＣＴ」を推進しています。歩
くことをもっと楽しく、楽しいことをもっと健康的なものに変えていく本プロジェクト
において、スポーツ参画人⼝の拡大を通じて国⺠の健康増進を目指しています。 

（引用︓スポーツ庁Web広報マガジン「DEPORTARE」〜数字でみる︕たった「10」分プラスで病気が防げる︖） 

 

歩くことを「もっと楽しく」に変えていくプロジェクト 

FUN＋WALK PROJECT 
FUN＋WALK PROJECT 

スポーツ庁Web広

報マガジンのホー

ムページはこちら 
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取り組みの方向性  
 

  

 

大会の開催により、市⺠にとってスポーツが⾝近なものであるという意識が浸透し、
誰もが生涯にわたって気軽に楽しくスポーツに親しみ、活動的で充実した生活を送るこ
とができる⼟壌を創出することで、より多くの市⺠の習慣的な⾝体活動を促進し、生活
習慣病の予防・改善や介護予防を通じた健康寿命の延伸を図ります。 

  ○主な取り組み 

  スポーツ実施機会の提供等（スポーツ実施機会の提供・スポーツセンター等の運

営等）【スポーツ市民局】 

   すべての市⺠が、「楽しさ」や「喜び」を感じながら、スポー
ツへ自発的に参画する機会を創出するため、スポーティブ・ライ
フ月間をはじめとしたイベントの実施や、市⺠スポーツ祭等の大
会の開催、トップスポーツチーム等の関係団体と連携協働し、体
験イベントを実施するほか、スポーツ医・科学⽀援の充実を図り
ます。また、地域スポーツを⽀援するため、拠点施設であるスポ
ーツセンター等の運営や計画的な修繕等を実施します。 

  障害者スポーツの振興【スポーツ市民局】 

   アジアパラ競技大会の開催を契機に、障害者スポーツのより⼀
層の振興を図るとともに、障害の有無に関わらず、スポーツに取
り組むことができる共生社会の実現に向け、障害者スポーツセン
ターを中心に、障害者のスポーツ実施環境の整備や市⺠の障害者
スポーツの理解促進・普及啓発、ささえる人材の育成・確保を⾏
うほか、競技力向上を目的とした⽀援を実施します。 

  健康増進事業及び受動喫煙対策の推進【健康福祉局】 

   市⺠の健康寿命の延伸及び生活の質の向上を図るため、栄養・
食生活、身体活動・運動などに関する⽀援や普及啓発などの健康
増進事業を総合的に推進するほか、受動喫煙を防止するための対
策を推進するとともに、企業に対して健康経営に関する⽀援を実
施します。 

  ○名古屋市総合計画２０２８ における主な関連施策 

 
 
 
 
 
 

施策５  生涯にわたる心身両面の健康づくりを⽀援します 
施策40  スポーツを活

い
かしたまちづくりを進めます 

⾞いすバスケットボール体験 

スポーティブ・ライフｉｎ瑞穂 

アクティブライフの推進、健康増進 

喫煙時の配慮義務ポスター 
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大会を通じて、トップアスリートたちが不断の努⼒を重ね、活躍する姿を間近に
⾒ることで、⼦どもたちがスポーツの素晴らしさを感じ、スポーツへの関⼼を⾼め
るとともに、大会で⾏われる多様な競技を知ることでスポーツが⾝近で楽しいもの
であるという意識が浸透します。 

そうした経験を通じて、⼦どもがスポーツを楽しむことで⼼⾝ともに健全に発達 
・成⻑し、生涯にわたって健康で充実した生活を送ることができるよう、運動習慣
の確⽴をはかるとともに、学校での体育活動や地域における運動機会の充実に取り
組みます。 

   ○主な取り組み 

  子どもの運動・文化活動の振興【教育委員会】 

   子どもの豊かな心と健やかな体を育成するため、小学生の
放課後における教員が指導しない運動・文化活動及び中学
校・高等学校において部活動外部顧問・外部指導者の派遣な
どを実施するとともに、中学校部活動の地域の活用も含めた
見直しを実施します。 

 
  元気いっぱい子ども育成事業の推進【教育委員会】 

   子どもの運動習慣を形成するため、環境整備や体育の授業
研修の充実等、体力・運動能力の向上に向けた取り組みを実
施します。 

 

  ○名古屋市総合計画２０２８ における主な関連施策 

 

 

 

  

施策16  子どもの確かな学力や豊かな心、健やかな体を育み、社会で活躍する力
を伸ばします 

元気に遊ぶなごやっ⼦ 

今後本市においても少⼦化が進むことが⾒込まれる中、将来にわたり⼦どもが
スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、休
⽇の中学校部活動に代わり、地域のさまざまなクラブ団体等による活動を誘致
し、令和7年10⽉から生徒が参加できるよう環境整備を進めています。 

誘致する地域クラブ団体の種目としては、バスケットボール、カバディ、ボッ
チャ等のアジア・アジアパラ競技大会の種目をはじめとしたスポーツ活動、合
唱、演劇、プログラミング等の文化芸術活動等多彩な種目を想定しています。 

子どものスポーツの充実 

放課後の運動 

休⽇における中学校部活動の⾒直し 

名古屋市立中学校における

部活動の見直しに向けて 

ホームページはこちら 
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大会を契機として、大会の実施競技である新たなスポーツの振興を図り、アーバンス
ポーツ大会の開催やｅスポーツ体験会などを通じて、アスリートとの交流などにより地
域の活性化を促進します。 

また、アジア・アジアパラ競技大会をはじめとした大規模競技大会におけるスポーツ
･ ボランティアなどスポーツをささえる機会への参加を通じて、市⺠活動への関⼼を⾼
め、⾝近な地域活動に主体的に関わる機運を醸成します。 

  ○主な取り組み 

  新たなスポーツの振興【スポーツ市民局】 

   アジア競技大会で新しく正式種目として採用されたアーバ
ンスポーツやeスポーツなどの振興により都市ブランドの向
上や地域活性化を図るため、アーバンスポーツ大会の開催や
社会課題の解決に向けたeスポーツ体験会などを実施します。 

  地域コミュニティ活性化の推進【スポーツ市民局】 

   地域コミュニティの活性化を図るため、社会環境の変化に
あわせたそのあり方について検討するとともに、地域団体等
への新たな担い手を確保するための活動⽀援として、コミュ
ニティサポーター制度の充実や大学・企業等との連携⽀援、
若い世代の地域活動への参加促進、地域活動におけるICTの
活用推進などを実施します。 

  ○名古屋市総合計画２０２８ における主な関連施策 

  ○名古屋市総合計画２０２８ におけるまちの姿の実現に向けた主な成果指標 

施策 4  地域のつながりを深めることや地域活動を総合的に⽀援します 
施策40  スポーツを活

い
かしたまちづくりを進めます 

成果指標 現状値 目標値 
（2028年度） 

健康寿命 
男性 79.65年 
女性 84.35年 
（令和4年） 

平均寿命の延
びを上回るよ
う延伸 

運動をすることが好きな子どもの割合 小   61.8% 
中   51.0% 

小   66% 
中   56% 

学区運動会 

 
ｅスポーツ体験会 

地域活性化、市⺠活動の促進 
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スポーツが新たな都市ブランドのひとつとして確立される

とともに、名古屋の魅力が国内外に発信されることで、に

ぎわいあふれ市民が誇りをもてる都市になっている 

 

 

 

 

 

 

アジア・アジアパラ競技大会の開催を契機に、継続的な大規模競技大会の誘致やト
ップアスリートの輩出につながり、スポーツが新たな都市ブランドのひとつとして国
内外から認識され、市⺠が世界的なスポーツイベントを身近に体験することで、名古
屋に対する市⺠の誇りと愛着が高いまちとなっています。 

また、アジア・アジアパラ競技大会の開催を契機に、名古屋が「住みたい」「働き
たい」「訪れたい」「投資したい」都市として人や企業から選ばれるために、スポー
ツにとどまらず、名古屋の充実した都市基盤や市⺠サービス、経済的な豊かさ、歴
史・文化芸術を中心とした観光資源や食文化などの名古屋の魅力が国内外に発信（シ
ティプロモーション）されることにより、名古屋の都市ブランドが浸透、確立され、
本市への来訪を目的とした旅⾏者が増加し、にぎわいにあふれるとともに、大会を契
機としてホスピタリティが向上し、本市を訪れる人を受け入れる環境が整った来訪者
へのおもてなしが充実したまちが実現しています。 

取り組みの方向性  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
⽇本のど真ん中、真夏の名古屋を舞台に繰り広げる⽇本最大級の踊りの祭

典にして、国内外から集結する約 200  チーム20,000   人が地域色豊かな踊りを
披露する、誰でも参加できる市⺠参加型の新しいスタイルのお祭りです。 

4 ⽇間の来場者数は約200  万人の観客動員を数え、名古屋の街は華やかな 
お祭り一色に。 
それぞれのチームが情緒ある地域文化をリズミカルにアレンジした音楽にのせて、華やかな 
⾐装や目を⾒張るほどの演出を繰り広げます。 

「観客動員ゼロ＝全員参加型」の祭りをコンセプトに掲げるどまつり。中でも参加者も観 
客も一緒に踊りが楽しめる、どまつり名物「総踊り」では、2010  年にギネス世界記録™ "世 
界一の総踊り"として認定されました。 

スポーツを活かした魅⼒の創出・発信 

⼤規模競技⼤会・イベントの誘致・開催 

アスリートへの支援 

名古屋が有する魅⼒資源の発掘・向上・発信 

インバウンドの促進、受入環境の整備 

にっぽんど真ん中祭り〜名古屋の夏の⾵物詩〜 

にっぽんど真ん中祭り

ホームページはこちら 
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取り組みの方向性  

 

大会の開催成功が、市⺠にとっての誇りの一つとなるとともに、これまで積み上げて
きた名古屋のブランド⼒に加え「スポーツ」が本市のイメージを構成する新しい魅⼒の
一つとなり、市内に拠点を置くプロスポーツチームが多く存在するなど本市が有するス
ポーツコンテンツを活用したスポーツプロモーションやスポーツツーリズムを促進する
ことで、本市の魅⼒の創出・発信につなげます。 

  ○主な取り組み 

  スポーツプロモーションの実施【スポーツ市民局】 
   スポーツによる都市ブランドの向上のため、アジア・アジ

アパラ競技大会及び大会後を見据えたスポーツプロモーショ
ンを実施するほか、新たなスポーツ情報サイトの構築やスポ
ーツ広報大使(仮称)を活用した情報発信などを実施します。 

 ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

施策40  スポーツを活
い

かしたまちづくりを進めます 

スポーツを活かした魅⼒の創出・発信 

名古屋市スポーツ戦略 〜スポーツで名古屋の未来を照らす〜 
＜基本理念＞ 「スポーツで名古屋の未来を照らす」 
 人を惹きつける⼒、熱中させる⼒のあるスポーツを活かし、名古屋の明るい未
来を描きます。スポーツによる地域の活性化と都市ブランドの向上を目指すこと
により、にぎわいあふれ市⺠が誇りを持てる都市、活⼒ある都市を実現します。 

＜名古屋スポーツコミッションによる新たな取り組み＞ 
「名古屋市の特色を活かしたスポーツによる地域の活性化、都市ブランドの向
上」を目指します。 
 名古屋スポーツコミッション 

名古屋スポーツコミッションは、豊富なトップスポーツ 
チームや大規模大会の開催が可能な施設を有するという名 
古屋市の強みを活かし、スポーツの持つ幅広い価値を、都 
市ブランドの向上、地域の活性化をはじめとした名古屋市 
を取り巻く課題の解決に繋げる取組みを進める官⺠連携の 
組織です。 

ジュニア年代の国内強豪チームが集う「名古屋ジュニアサッカー大会」の開催やナゴヤドーム前⽮
田駅の中⽇ドラゴンズ壁面パネル、久屋大通の名古屋グランパスバナーの掲出といったシティドレッ
シングなどに取り組んでいます。 

今後はアジア・アジアパラ競技大会の機運醸成と開催後のレガシーの活用にも、積極的に取り組む
ことが必要とされています。 

名古屋スポーツコ

ミッションホーム

ページはこちら 

スポーツプロモーション 
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大会の開催に向けて、多くの市⺠や⺠間事業者などが幅広く参加できる多様な
取り組みを通じて、名古屋のまち全体で一体となって機運を醸成し、大会の成功
に寄与します。 

また、アジア・アジアパラ競技大会を開催する本市をスポーツコンベンション
の場として位置付け、国内外にプロモーションし、大規模競技大会・イベントの
誘致・開催を⾏うことで都市ブランドの向上や都市活⼒の活性化につなげます。 

  ○主な取り組み 
  大規模競技大会等の誘致・開催【スポーツ市民局】 

   スポーツによる交流人口の増加や地域活性化のため、世界規
模のマラソンフェスティバルを開催するほか、大規模競技大会
等の誘致・開催、スポーツツーリズムの促進を実施します。 

  ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

 
 
 

大会コンセプトの一つである「アスリートセンタードの視点」を持ち、アスリ
ートを支える環境を整えるとともに、アジア・アジアパラ競技大会をはじめとす
る国際大会等で活躍する地元アスリートの育成に向けて、関係団体と連携して将
来のトップアスリートへの支援を⾏います。 

  ○主な取り組み 

  ジュニアアスリートの支援（スポーツ実施機会の提供）【スポーツ市民局】 

   アジア・アジアパラ競技大会をはじめとする大規模競技大会等で地元アスリートが活躍
することにより、市⺠の大会への関心が高まるとともに、スポーツへの関心の高まりも期
待されます。ジュニア選手の競技力強化に加え、負担軽減及びスポーツ障害防止に向けた
サポートを関係団体と連携して実施します。 
競技用補装具等購入助成（障害者スポーツの振興）【スポーツ市民局】 

   スポーツ競技用補装具等を購入する身体障害者及び身体障害
児に対して、その購入費用の⼀部の助成を⾏うことで、スポー
ツに取り組む際の障壁となっている経済的な負担を軽減し、ア
スリートの競技力向上を推進します。 

  

 

施策40  スポーツを活
い

かしたまちづくりを進めます 

マラソンフェスティバル 
ナゴヤ・愛知 

⼤規模競技⼤会・イベントの誘致・開催 

アスリートへの支援 

競技用補装具（スポーツ用義足） 
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あいちトップアスリートアカデミー(スポーツ実施機会の提供)【スポーツ市民局】 

   アジア・アジアパラ競技大会の盛り上げをはかるとともに、スポーツを活かしたまちづ
くりに寄与する事業として、アジア・アジアパラ競技大会をはじめとする国際競技大会で
活躍できる地元アスリートの発掘及び育成を推進します。 

  ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

 
 
 

スポーツだけでなく、文化の祭典でもあるアジア・アジアパラ競技大会において、本
市を訪れる人が、スポーツにとどまらず、歴史・文化・芸術・エンターテインメントな
ど国内外に誇る魅⼒を体感できるよう、本市が有する魅⼒資源の磨き上げや掘り起こし
を進めるとともに、戦略的な観光プロモーションを推進し、本市の魅⼒を世界に向けて
発信します。 

  ○主な取り組み 

  名城エリアにおける観光推進（名古屋城の整備・名古屋城の魅力向上推進） 

【観光文化交流局】 
   アジア・アジアパラ競技大会の開催やリニア中央新幹線の

開業等を見据えて、名城エリアを名古屋第⼀級の歴史・観
光・文化・スポーツ拠点とすることを目指すとともに、尾張
名古屋のシンボルである名古屋城の歴史的・文化的な価値を
伝えるために、その魅力を⼀層高め、後世に継承すべく、文
化財の保存整備や、多彩なイベントの開催及び観覧環境の充
実に向けた取り組みなどを実施します。 

  うるおいと活気のある堀川・新堀川の再生【緑政土木局】 

   ⽔辺空間に親しむ機会を増やすため、⺠産学官の協働によ
り、河川空間を利活用することでにぎわいづくりや⽔質浄化
を進め、良好な⽔辺空間の形成を推進します。 

 

  名古屋フィルハーモニー交響楽団に対する活動支援の充実【観光文化交流局】 
   交響管弦楽による音楽芸術の普及向上を図り、文化の発展

に寄与するため、定期的な演奏事業等とともに、魅力向上事
業として、⼀層市⺠に親しまれ、アジアをはじめ、世界に誇
れるオーケストラとなるような取り組みを⽀援します。 

 
 
 
 
 
 

施策40  スポーツを活
い

かしたまちづくりを進めます 

名古屋が有する魅⼒資源の発掘・向上・発信 

名古屋城 

堀川クルーズ 

名古屋フィルハーモニー交響楽団 
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  コスプレホストタウンの推進【観光文化交流局】 

   誰もがコスプレを楽しめるまちをめざし、新たな観光モデル
の確立を推進するため、コスプレホストタウンPR隊による市
⺠への啓発、受入機運醸成を図るとともに、コスプレを楽し
めるという本市のイメージの向上を図るためのプロモーショ
ンを実施します。 

 
  東山動植物園の再生【緑政土木局】 

   世界に誇れる東山動植物園をめざすため、展示、環境教育、
種の保存、調査研究を強化推進します。 

 

  観光プロモーションの推進【観光文化交流局】 

   国内外からの観光客誘致を図るため、本市における魅力あふ
れる観光資源や文化・歴史を活用し、観光展への出展やプロモ
ーションツールの作成等を⾏うとともに、アジア・アジアパラ
競技大会に向け、滞在時間や観光消費額の増加を図るため、本
市における宿泊を促進させるインバウンド向け観光コンテンツ
の造成・プロモーションを実施します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策  

施策34  世界に誇れる都市としてふさわしい都心機能・交流機能を高めます 
施策38 歴史・文化に根ざした魅力向上を図ります 
施策39 観光・ＭＩＣＥ

マ イ ス
の推進と情報発信により交流を促進します 

スマトラトラ「アオ」 

世界コスプレサミット 

「なごやめし」は、名古屋及びその近郊で広く受け入れられ、愛されてきたこの地
域独特のメニューです。バリエーション豊かな点が大きな特徴で、代表的なメニューと
して「味噌煮込みうどん」、「ひつまぶし」、「味噌カツ」、「手羽先」、「きしめ
ん」、「あんかけスパ」、「ういろう（ういろ）」などがあります。特に、大豆と塩だ
けを原料とする豆味噌を使った、旨みの濃い料理が多いことが特徴です。 

「なごやめし」という⾔葉は、平成12 （2000  ）年に名古屋の飲⾷店企業が東京に進出した際、名
古屋の郷⼟料理を取材しに来た東京のマスコミと飲⾷店企業のやりとりのなかで生まれました。 

平成17 （2005  ）年に開催された愛・地球博を契機として全国的に認知度が⾼まったことなどを受
け、平成27 （2015  ）年、「なごやめし普及促進協議会」を設⽴し、「なごやめし」のＰＲ及びその
魅⼒を活用した国内外からの観光客の誘致に積極的に取り組んでいます。 

 

 

 

名古屋駅周辺ビル群と名古屋城 

なごやめし〜みんなに愛されるご当地グルメ〜 なごやめし普及促

進協議会ホームペ

ージはこちら 
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戦略的なプロモーションを推進し、国内のみならず世界中から本市を目的地として選
んでもらうとともに、本市をゲートウェイとして⽇本各地を訪れてもらえるよう、イン
バウンドの促進に取り組み、交流人⼝の増加をはかります。 

また、国内外から訪れたすべての人がストレスなく、快適に滞在し、観光を満喫でき
るよう、ハード・ソフト両面から受入環境の整備を進めます。 

  ○主な取り組み 

  インバウンドの促進・受入環境の整備（海外からの観光客誘致の推進、高級ホテルの立地
促進、宿泊施設のバリアフリー化推進）【観光文化交流局・住宅都市局】 

   アジア・アジアパラ競技大会を契機に、海外からの観光客の
誘致を⼀層促進するため、ターゲット市場別調査等を⾏い、名
古屋の観光魅力を活かしたプロモーション事業を実施するとと
もに、他自治体等と連携した広域観光を推進します。 

   あわせて、アジア・アジアパラ競技大会を見据え、ハイレ
ベルな国際会議の開催や海外の富裕層旅⾏者等の誘致及び都 
市のブランド力向上に資するよう、愛知県と連携して⼀定の基準を満たすホテルに対し
補助金を交付する制度の運用や、誰もが安全で快適な宿泊施設を利用できる環境整備を
推進するため、宿泊施設のバリアフリー化に必要となる経費に対する助成を実施するほ
か、宿泊施設の建築におけるバリアフリー化に関する基準を制定します。 

  中部国際空港の機能強化及び利用促進【総務局】 

   中部国際空港の国際的・広域的機能を強化するため、第二滑
走路をはじめとする空港の機能強化を推進しつつ、関係団体と
ともに空港の利用促進や航空会社へのエアポートセールスなど、
航空路線の拡充に向けた取り組みを実施します。 

  ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

  ○名古屋市総合計画２０２８ におけるまちの姿の実現に向けた主な成果指標 

施策 3  バリアフリー・ユニバーサルデザインのまちづくりを総合的に進めます 
施策34 世界に誇れる都市としてふさわしい都心機能・交流機能を高めます 
施策39 観光・ＭＩＣＥ

マ イ ス
の推進と情報発信により交流を促進します 

成果指標 現状値 目標値 
（2028年度） 

名古屋市に「スポーツが盛んである」という 
都市イメージを持つ市⺠の割合 59.6% 80% 

外国人宿泊者数 183万人 
（令和5年） 

400万人 
（令和10年） 

インバウンドの促進、受入環境の整備 

オアシス 21 

中部国際空港 
（中部国際空港株式会社提供） 
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大会で、アジアをはじめとした諸外国や多様な人々と

の交流や理解が深まることで、豊かな国際感覚を備

え、多様性に理解を示す市民が増えるとともに、国際

社会で活躍する人材が育ち・集う、開かれた都市にな

っている 

 

 

 

 

 

 

 

アジア・アジアパラ競技大会を契機に、スポーツや文化など幅広い分野で国際交
流や国際貢献を推進することにより、過去に大会を開催した都市などアジアをはじ
めとする諸外国との都市間ネットワークが強くなっています。 

将来を担う若者たちが、諸外国の人との出会いや交流を通じて、国際感覚と世界
に挑戦する意欲を高め、国際社会に貢献できるグローバル人材として成⻑していま
す。また、グローバル社会の中で夢をもって生きる子どもが育成されるとともに、
世界で活躍する人材が国内外から集うまちとなっています。 

さらに、年齢、性別、障害の有無、国籍、宗教、文化的差異などを超えた多様な
交流により、国際感覚が養われ、多様性（ダイバーシティ）への理解が深まり、互
いに⽀え合うことにより、全ての市⺠が暮らしやすい共生社会が実現しています。 

取り組みの方向性  
 

 
 
 
 

  

 本市では、アジアをはじめとする外国諸都市との交流を促進するため、分野を特
定した都市間の連携を⾏う新たな都市間提携（パートナー都市連携）を推進してい
ます。 
 
＜目的＞ 
○アジアをはじめとする外国諸都市と分野を特定した都市間の連

携を⾏います。 
＜内容＞ 
○タシケント市とは「観光・文化」の分野で現地の文化や芸術、 

観光情報などを発信する市⺠向けＰＲイベントを実施していま 
す。 

○台中市とは「観光」の分野で、相互送客を目的とした観光ＰＲ 
イベントを実施しています。 

タシケント市（ウズベキスタン）
との交流会 

国際交流の推進 

グローバル社会の中で活躍できる人材の育成・確保 

共生社会の推進 

アジアとの交流 パートナー都市連携の促進

に向けた取り組みに関する

ホームページはこちら 
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取り組みの方向性  
 

大会を契機として、国際的に開かれたまちとなるため、アジア・アジアパラ競技大会
の先催都市やアジアの諸都市との都市間交流を推進します。 

また、⾃動⾞をはじめさまざまな分野で世界レベルの産業技術が集積する⽇本のもの
づくり産業の中核となっているといった本市の持つポテンシャルを活かし、大学や産業
界が主体となったアジア諸国との様々な分野での交流や国際貢献活動を促進するなど、
産・学・官が一体となって、目覚ましい発展を遂げるアジア諸国とのさらなるネットワ
ーク強化に取り組みます。 

  ○主な取り組み 

  外国諸都市との交流推進【観光文化交流局】 

   都市とのつながりを深め、市⺠の国際感覚の醸成を図るため、
幅広い交流を通じて両市⺠の相互理解と友好親善を促進する姉
妹友好都市交流を実施するとともに、周年記念事業を契機とし
てより⼀層の友好親善と交流を促進し、アジア・アジアパラ競
技大会の開催による交流機運の高揚を見据えた、アジアを中心
とした都市と分野を特定した交流を⾏うパートナー都市連携な
ど、外国諸都市との交流を推進します。 

  市立大学における受け入れ環境・支援体制の整備を通じた国際的に開かれたまち

づくりの推進【総務局】 

   世界から人や企業をひきつけるまちづくりに貢献するため、
市立大学において留学生・研究者の受け入れ環境や⽀援体制の
整備を⾏うとともに、グローバル人材の育成や国際的な共同研
究の活性化による、留学生・研究者の派遣・受け入れを促進し
ます。 

  ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

 

 

大会を契機として、国際社会で通用する知識とコミュニケーション能⼒を⾝に付けた
次世代を担うグローバル人材を育成するとともに、社会や人生をより良いものにしよう
と⾃ら考え、多様な他者と協働していくことのできる、新しい時代に求められる資質・
能⼒が育まれるよう、⼦ども一人ひとりの個性を大切にしたきめ細かな教育を推進しま
す。 

   

 

 

施策35 国際的に開かれたまちづくりを進めます 

国際交流の推進 

グローバル社会の中で活躍できる人材の育成・確保  

留学生交流会 
 

姉妹友好都市との交流の様⼦ 
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○主な取り組み 

  ナゴヤ・スクール・イノベーション事業の推進【教育委員会】 
   ゆるやかな協働性の中で自律して学び続ける子どもを育む

ため、大人が子どもに伴走し、「子ども中心の学び」を進め
る学校づくりを推進します。 

 
  グローバル人材育成の推進【教育委員会】 

   グローバルな視点及び郷土愛などを育むため、文化芸術に
ふれる活動や、国際的な環境を体験する活動などを実施しま
す。 

 
  ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

  

大会を開催する都市として、すべての市⺠が年齢、性別、障害の有無、国籍、
宗教、文化的差異などの多様性（ダイバーシティ）を認め合い、誰もが安⼼・安
全・快適に暮らせるようハード・ソフト面の両面で、多様性への理解の促進に取
り組むとともに、バリアフリーのまちづくりを進めます。 

  ○主な取り組み 

  アジア・アジアパラ競技大会に向けたバリアフリー整備【総務局はじめ関係局】 

   アジア・アジアパラ競技大会の会場へのアクセスルート等
について、大会の円滑な開催及び大会後の活用を見据え、す
べての人が安心・安全・快適に利用できるよう整備を実施し
ます。 

 

  バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進（バリアフリーのまちづくりの推

進、重点整備地区のバリアフリー化の推進、ユニバーサルデザインタクシーの

導入補助）【健康福祉局】 

   高齢者、障害者をはじめ市⺠の誰もが安全で快適に生活し
やすく活動しやすい都市環境を築くため、ハード・ソフト両
面からのバリアフリー・ユニバーサルデザイン化を推進しま
す。また、アジア・アジアパラ競技大会に向け、バリアフリ
ー・ユニバーサルデザインの視点を踏まえながら、旅客施設
とその周辺の道路、駅前広場などの⼀体的な整備の実施やユ
ニバーサルデザインタクシーの導入を促進します。 

施策16 子どもの確かな学力や豊かな心、健やかな体を育み、社会で活躍する
力を伸ばします 

ナゴヤ・スクール・イノベーション 

グローバル人材育成の推進 
（マレーシアの幼稚園にて） 

 

共生社会の推進 

福祉都市環境整備指針 

バリアフリー調査 
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障害と障害者理解の推進【健康福祉局】 

   市⺠・事業者が、障害及び障害のある人への理解を深める
とともに、社会にある障壁（バリア）を取り除くための配慮
やサポート方法等を学ぶことができるよう、啓発イベントの
開催や学びの機会の提供、「あいサポート運動」の導入など
を通じ、意識のバリアフリーを推進します。 

ジェンダー平等の総合的な推進（多様な生き方への理解促進、男女平等参画の意

識啓発の実施）【スポーツ市民局】 

   多様な生き方や性のあり方に対する差別や偏見を解消し、
当事者の生きづらさを解消するため、意識啓発、専門相談及
び、名古屋市ファミリーシップ制度を実施します。  

また、男女平等参画について幅広い市⺠に対して理解の
定着を図るため男女平等参画推進センターをはじめ、あら
ゆる機会を通じて意識啓発や教育・学習を推進します。 

これらを通じて、市⺠の誰もが性別にかかわりなく、個
性と能力を十分に発揮できる社会の実現を目指します。 

地域における情報の多言語化【観光文化交流局】 

   アジア地域の出身者を中心に近年増加している外国人市⺠
に必要な情報を伝えるため、多様な言語・手段による情報提
供を⾏うとともに、外国人市⺠が身近に相談できる環境を整
備します。 

 ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

○名古屋市総合計画２０２８におけるまちの姿の実現に向けた主な成果指標

施策１  人権が尊重され差別や偏見がない社会をつくります 
施策２  ジェンダー平等を総合的に進めます 
施策３  バリアフリー・ユニバーサルデザインのまちづくりを総合的に進めます  
施策10  多文化共生を進めます 

成果指標 現状値 目標値 
（2028年度） 

本市と姉妹友好都市及びパートナー都市との交流
事業件数 58件 70件 
高齢者や障害者、子どもを連れた人などすべての
人に使いやすい施設整備がされていると感じる市
⺠の割合 

48.8% 60% 

外国人相談窓⼝ 

あいサポート運動 
のシンボルマーク 

性的少数者の⽅々への理解や
支援の意思を表明する名古屋

市の「アライマーク」 
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大会で、活用した都市基盤、先端技術、危機管理体制

などが、大会モデルとして未来に引き継がれること

で、絶え間なくイノベーションし続ける、持続可能な

都市になっている 

 

   

 

 

 

 

 

アジア・アジアパラ競技大会で拡大する交流人口を引き継ぐため、競技施設や交
通ネットワークをはじめとする都市基盤について、リニア中央新幹線の開業を見据
えるとともに、ＳＤＧｓの理念を踏まえ、社会課題に対応した整備を進め、大会終
了後もまちづくりやにぎわいの拠点になります。 

また、安心・安全な大会運営を通じて危機管理体制が充実するなど、ハード・ソ
フトの両面から都市機能が強化され、大会の運営基盤やノウハウが蓄積されます。 

さらに、大会で活用された先端技術が産業や市⺠生活に広く普及され、再生可能
エネルギーの導入や省エネルギー化など、脱炭素で循環型のまちづくりが促進さ
れ、強い産業力に加え、環境にも配慮されたまちが実現しています。 

こうした取り組みが、大会モデルとして未来へ引き継がれるとともに、絶え間な
くイノベーションし続ける、持続可能なまちとなっています。 

取り組みの方向性  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 リニア中央新幹線により、東京から名古屋への移動時間が現在の約 100  分から約40 分へ
大幅に短縮されます。その後、東京から大阪までの全線開業が⾒込まれており、東京・名
古屋・大阪の三大都市圏が約 1 時間で結ばれ、 7,000   万人規模の世界最大の人⼝を有する
巨大交流圏を形成します。これにより、東京・大阪それぞれに人⼝、経済活動が吸い取ら
れるストロー現象に陥る懸念がある一⽅、交流機会の増加に伴う新たなイノベーションの
創出、時間と場所からの解放による働き⽅や暮らし⽅の多様化、海外からの人や投資の呼
び込み、交通ネットワークの多重性・代替性強化や東京に集中する人⼝及び企業の中枢機
能等の分散による災害リスク低減などの効果が期待されています。 

⼤会モデルの構築 

 ⼤会後の活⽤を⾒据えた施設整備 

利便性や防災性、危機管理体制を備えた都市機能の強化 

イノベーションの創出、先端技術の活⽤・普及 

リニア中央新幹線の開業 

リニア中央新幹線の

開業に向けた都心ま

ちづくりに関するホ

ームページはこちら 
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選手村の施設整備を⾏わず、ホテル等の既存施設を活用して選手団の宿泊を 
確保することとしています。 

その中で、相当規模の宿泊拠点となる既存施設としてのクルーズ船の活用に 
ついて、検討、調整を進めています。 

 
◆検討内容︓クルーズ船をホテルシップとし、選手団の宿泊施設として活用 
◆クルーズ船の規模等︓3,000 人程度が収容可能な船舶を想定 
◆停泊場所等  ・停泊場所︓名古屋港⾦城ふ頭  ・停泊期間︓20 ⽇（想定） 
（※）詳細については、現在、検討・調整中 

取り組みの方向性  
 

質素・簡素・機能的・合理的な大会運営を⾏うことにより、国際総合スポーツ大会に
おける名古屋モデルを構築し、大会の運営基盤やノウハウを本市に蓄積します。また、
グリーンインフラの考え⽅を踏まえた取り組みを進めるとともに、先端技術の進展など
の時代の潮流を⾒据え、再生可能エネルギーの導入、省エネルギーの推進など、環境に
やさしい脱炭素で循環型のまちづくりを進めます。 

 
  ○主な取り組み 

  大会モデルの構築（アジア・アジアパラ競技大会の推進、 

アジア・アジアパラ競技大会に向けた機運醸成等に関する 

本市の取り組み）【総務局はじめ関係局】 

   質素・簡素・機能的・合理的な大会運営をめざし、今後の
先進技術の進展など、時代の潮流を見据えながら、開催都
市としての運営準備を進めます。 

  水素エネルギーの利活用の推進【環境局】 

   利用段階で二酸化炭素を排出しない⽔素エネルギーの利用
拡大を図るため、燃料電池自動車・バスの普及啓発や導入促
進、⽔素ステーションの整備促進などを実施します。 

○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

 
 
 

施策30 身近な自然や農にふれあえる環境をつくります 
施策32 脱炭素社会の実現に向けたまちづくりを進めます 
施策33 循環型都市づくりを進めます 
施策40 スポーツを活

い
かしたまちづくりを進めます 

第 19 回杭州アジア競技大会開会式 
            ©ＯＣＡ 

 

⼤会モデルの構築 

選手団宿泊施設としてのクルーズ船の活⽤検討 

クルーズ船イメージ 

燃料電池⾃動⾞の展示 
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大会で活用する施設について、大会後も継続して大規模競技大会やイベント等の誘
致・開催に対応できるようにするとともに、アスリートだけでなく、すべての市⺠が安
⼼・安全・快適に利用でき、にぎわいの拠点などとなるように、その後の活用を⾒据え
た環境整備を進めるとともに、効率的な運営に取り組みます。 

 
  ○主な取り組み 

  瑞穂公園の整備【スポーツ市民局】 
   アジア・アジアパラ競技大会の開催やその後の活用を見据

え、本市のスポーツ振興の拠点としての価値を高めるととも
に、市⺠の交流・憩いの場としての機能向上を図るため、両
大会のメイン会場となる陸上競技場をはじめ、瑞穂公園全体
の整備を推進します。 

 

アジア・アジアパラ競技大会会場施設の整備【スポーツ市民局】 
   アジア・アジアパラ競技大会の会場施設として仮決定され

ている施設について、大会の円滑な開催及び大会後の活用
を見据え、すべての人が安心・安全・快適に利用できるよ
うな施設とするため、リニューアル改修等を実施します。 

 

  国際展示場の運営・整備【観光文化交流局】 

   ＭＩＣＥを推進するため、その基幹インフラとなる国際展
示場を管理、運営し、競技会場として利用される第１展示館
のリニューアルを契機としたさらなる多目的利用を促進する
とともに、拡大し多様化するＭＩＣＥ活動に対応し、激化す
る都市間競争に打ち勝つために必要な整備を実施します。 

 
 
 

  ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

施策39 観光・ＭＩＣＥ
マ イ ス

の推進と情報発信により交流を促進します 
施策40 スポーツを活

い
かしたまちづくりを進めます 

名古屋市瑞穂公園陸上競技場 
©2021 株式会社瑞穂ＬＯＯＰ―ＰＦＩ 
※画像はイメージです。 

名古屋市国際展示場 

⼤会後の活⽤を⾒据えた施設整備 

名古屋市東山公園テニスセンター 
※画像はイメージです。 
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大会で、充実した交通ネットワークなどに支えられた快適な大会運営や災害が発生し
た時に被害を最小限に抑えるための安⼼・安全な運営体制の構築をめざします。 

また、大会を契機に拡大する交流人⼝に対応するとともに、リニア中央新幹線の開業
も⾒据えながら、安⼼・安全で快適な都市空間の形成に向けて、⾼い利便性や防災性、
充実した危機管理体制を備えた都市機能の強化を進めます。 

 
  ○主な取り組み 

  名古屋駅ターミナル機能の強化【住宅都市局】 
   大会期間中の名古屋の玄関口となる名古屋駅について、リ

ニア中央新幹線の開業により形成される巨大交流圏の中心拠
点にふさわしい交通機能と空間機能を兼ね備えたスーパータ
ーミナルの実現のため、駅へのアクセス性の向上や交通結節
機能の強化、ユニバーサルデザイン等に基づく空間形成を実
施します。 

  帰宅困難者対策等の推進【防災危機管理局・住宅都市局】 

   大規模な地震が発生した場合における滞在者等の安全の確
保と都市機能の継続を図るため、都市再生安全確保計画及
びエリア防災計画に基づき、官⺠連携による⼀体的・計画
的なソフト・ハード両面の対策を実施するとともに、大雨
等の影響による滞留者対策の強化を実施します。 

  危機管理・国民保護に関する対応力向上【防災危機管理局】 

   大会の運営時にも必要となる危機管理・国⺠保護に関する
対応力向上のため、調査、検討、各種マニュアルの整備、研
修及び訓練を実施するとともに、国⺠保護措置について市⺠
への広報・啓発の充実を図ります。 

地下鉄駅のリニューアル【交通局】 

   開業後50年以上経過した地下鉄駅について、明るく清潔感
のある快適・便利な駅空間とするため、壁・床・天井・照明
などのリニューアルを実施するとともに、主要駅は名古屋の
顔としてふさわしい駅とするため、個性化を実施します。   

 
 
 
   
 

 

帰宅困難者を想定した防災訓練 

利便性や防災性、危機管理体制を備えた都市機能の強化 

名古屋駅 

地下鉄駅構内 

名古屋市災害対策本部運営訓練 
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○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策 

 

 

 
 

大会を、国内外へ先端技術を発信する場として活用するとともに、大会を契機
として、域内経済のさらなる活性化や持続的な成⻑につなげていけるよう、先進
技術の活用による社会実証を推進するほか、産業の垣根にとらわれないイノベー
ションの創出を促進します。 

また、産業交流の場づくりを進めるとともに、さらなる産業集積を図るため、
本社機能などの戦略的な企業誘致を進めます。 

 
  ○主な取り組み 

  新たな路面公共交通システムＳＲＴの導入推進【住宅都市局】 

   アジア・アジアパラ競技大会やリニア中央新幹線の開業に
よる交流人口の増加を見据え、都心部における回遊性の向上
やにぎわいの拡大を図るため、新たな路面公共交通システム
ＳＲＴを導入します。 

 
 
  イノベーション創出・創業等支援（イノベーションを起こす環境の整備、イノベ

ーション人材の育成、社会実証・オープンイノベーションの促進、グローバル化

支援）【経済局】 
   アジア・アジアパラ競技大会を、交流増加の機会と捉え、

産学官の連携を図りながら企業間の交流・共創を促すイノベ
ーション拠点を運営するとともに、小中高生に対する起業家
精神の醸成からスタートアップのグローバル展開まで体系的
に⽀援するほか、社会実証⽀援を実施するなど、イノベーシ
ョンや新事業の創出を促進します。 

 
 

ＳＲＴのイメージ 

イノベーションの創出、先端技術の活⽤・普及 

施策19 防災・減災対策を進めるとともに、地域防災力の向上を⽀援します 
施策26 持続可能な公共交通の実現と、ウォーカブルなまちづくりを進めます 
施策34 世界に誇れる都市としてふさわしい都心機能・交流機能を高めます 

NAGOYA EVOLVES 
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  産業交流の場づくりと戦略的な企業誘致の推進（産業交流の場づくり、イノベ
ーションの基盤となる企業等の集積促進）【経済局】 

   大会の競技会場として利用される中小企業振興会館などの
施設を整備・運営することにより、中小企業の産業交流を促
進するとともに、戦略的な企業誘致によりイノベーションの
基盤となる企業等の集積促進を図ります。 

 
 

  ○名古屋市総合計画２０２８  における主な関連施策  

   

○名古屋市総合計画２０２８におけるまちの姿の実現に向けた主な成果指標 

 

施策26 持続可能な公共交通の実現と、ウォーカブルなまちづくりを進めます 
施策41 イノベーションの創出を促進するとともに、産業交流を促進します 

成果指標 現状値 目標値 
（2028年度） 

第20回アジア競技大会・第5回アジアパラ競技
大会（愛知・名古屋開催）の市⺠認知度 48.1% 100% 

イノベーション創出件数 528件 1,180件 
（5か年） 

 中部圏のイノベーションハブとして、各種プログラムへの参
加を通じた新たな人的ネットワーク、コミュニティの場を提供
します。 
また、企業の新規事業開発者、スタートアップ、起業家、起業 
家予備軍の⽅、などの「たまり場」としての共創空間を活用し 
、ビジネスアイデアの創出からビジネスプランのプラッシュアップまで、メンタ
ーサポートを受けて早期スケールアップを図ることができます。 

産官学が連携し、スタートアップを育て、中部圏企業の変容を遂げるイノベー
ションエコシステムを形成していきます。 

NAGOYA INNOVATORʼS GARAGE 
（ナゴヤイノベーターズガレージ） 

ナゴヤイノベーターズ

ガレージに関するホー

ムページはこちら 

中小企業振興会館（吹上ホール） 



27 

３
 

１┃成⻑の原動⼒の柱と推進する取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※名古屋市総合計画２０２８の全 506 事業から本ビジョンのめざすまちの姿に寄与する事業を大
会関係事業として設定し、代表的な 51 事業を本ビジョンに掲載しています。 

名古屋市総合計画２０２８との関係 
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【出典：名古屋市総合計画２０２８】 

 

 

名古屋市総合計画 

２０２８に関するホ

ームページはこちら 
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３ 

２┃「開催に必要」及び「開催に向け重要」な事業の主な取り組み 

 

トップアスリートによる学校・地域訪問 

トップアスリートが学校や地域を訪問し、大会の紹介や競技
体験、自身の国際大会での経験談など、トップアスリートとの
交流を実施します。 

市の広報ツールによる機運醸成の実施 

広報なごやにおいて両大会に関係する特集記事を連載するこ
とで、幅広い方々にスポーツに興味を持っていただくととも
に、市公式ウェブサイトやテレビ、ラジオ、ＳＮＳなど、市の
広報ツールを最大限活用し、大会の認知度向上に向けて広く大
会の魅力を発信します。  

「MOVE ON 2026」による地域活性化 

地元企業などと連携しながら、アジア・アジアパラ大会を盛
り上げていけるようにロゴマークを作成しました。地域⼀体と
なって実施・展開する活動を通じて、大会の認知度向上はもち
ろん大会の開催意義などを広く伝えることで大会機運醸成とさ
らなる地域活性化を図っていきます。  

    
 

選手間交流事業 

大会に参加する選手を含めた大会関係者を、愛知・名古屋の象徴的な場所へ招待し、大会
関係者が交流できる機会を提供します。 

文化プログラム事業 

大会を契機に愛知・名古屋へ訪れる人を対象に、アジア、⽇
本、愛知・名古屋の歴史、文化芸術、自然環境、産業といった
様々な資源を紹介する文化プログラムを、競技会場やメインメ
ディアセンター、選手団の宿泊施設等で大会期間中に実施しま
す。また、魅力発信に寄与する既存活動や新規活動を認証し、
大会公認のマークを使用して頂くことで、それらの活動がより
促進できるよう取り組みます。 

 

トップアスリートによる学校訪問 

 

広報なごや特集ページ 

 

名古屋市総合計画２０２８との関係 
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教育現場への展開 

大会への興味喚起や国際理解をテーマとした学習教材を作成し、小中学校等の授業におい
て活用することに加え、言語や文化が異なる人々や障害を抱えた人々との交流の機会を充実
します。 

Aichi-Nagoya２０２６アクセシビリティ・ガイドラインの策定 

障害の有無に関わらず、すべての人々が大会に向けてアクセスできるアクセシビリティを
確保するための環境整備を図ることで、多様性を尊重し合う共生社会の実現に貢献するた
め、令和5年12月に策定しました。 

愛知・名古屋2026大会ボランティアへの参加 

年齢や性別、障害の有無に関わらず、全ての方が楽しみ、笑顔
でやりがいを感じながら活動できるボランティア運営を目指しま
す。 

ボランティア活動を通じて、ボランティア同士の交流の促進、
ホスピタリティの向上に寄与するなど、参加した方にとって貴重
な体験となります。また、活動の経験は、大会後も継続的に様々
な活動への参加につながり、地域コミュニティの担い手となるな
ど、互いに⽀え合う共生社会の実現に寄与します。 

 

 

 
ＳＤＧｓ推進プラットフォーム分科会での取り組み 

ＳＤＧｓ推進プラットフォームの「アジア・アジアパラ競技大
会を盛り上げる」分科会において、参画する会員や大学生ととも
に大会の機運醸成と認知度向上を図ることで、大会を通じたＳＤ
Ｇｓの推進を目指します。 

愛知・名古屋 2026 大会持続可能性に配慮した調達コードの策定 

大会運営を担う組織委員会では、大会の準備・運営段階の調達プロセスにおいて、経済的
な合理性のみならず、環境、社会等の持続可能性にも配慮した調達を⾏うことを目的として
「持続可能性に配慮した調達コード」を策定しました。ＳＤＧｓが掲げる持続可能な消費及
び生産の形態が確保された社会の実現に向けて、大会のレガシーとして、広く社会に持続可
能性を重視する姿勢が定着するように働きかけていきます。 

ボランティア募集 
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 参考１  第20 回アジア競技大会・第５回アジアパラ競技大会       

１┃アジア競技⼤会・アジアパラ競技⼤会とは 

（１）アジア競技大会とは 
アジア競技大会は、第 2 次世界大戦後まだ間もない1951  年、戦禍によって引き裂かれたア

ジア諸国の絆を、スポーツを通じて取り戻し、アジアの恒久平和に寄与したいとの願いを込
めて、インドのネルー初代首相の提唱により、⽇本を含む11 か国の参加のもと、第 1 回大会
がニューデリーで開催されました。 

現在は、アジアのオリンピック・ムーブメントを推進するアジア・オリンピック評議会
（OCA）が、原則 4 年に 1 回開催しており、スポーツの公平な競争を通じて、スポーツ、文
化、教育、国際的な尊敬、友情や平和など、様々な分野の振興・促進に寄与する⼀大イベン
トとなっています。 

    

■過去大会実績の抜粋及び今後の大会開催予定 
回 開催年 開催都市 開催国 参加国及び地域 参加選手数 
1 1951年 ニューデリー インド 11 489人 
3 1958年 東京 ⽇本 16 1,820人 

〜 
12 1994年 広島 ⽇本 42 6,828人 

〜 
16 2010年 広州 中国 45 9,704人 
17 2014年 仁川 韓国 45 9,501人 
18 2018年 ジャカルタ・パレンバン インドネシア 45 11,300人  
19 2023年 杭州 中国 45 11,831人  
20 2026年 愛知・名古屋 日本 ― ― 
21 2030年 ドーハ カタール ― ― 
22 2034年 リヤド サウジアラビア ― ― 

 
 
（２）アジアパラ競技大会とは 

アジアパラ競技大会は、1975  年より 9 回開催した「極東・南太平洋身体障害者スポーツ大
会（フェスピック）」の実績を引き継ぎ「アジアパラ競技大会」として、2010  年第 1 回大会
が中国の広州で開催されました。 

アジア地域におけるパラリンピック・ムーブメントの推進と競技スポーツのさらなる進展
を図るために開催するアジア地域の障害者総合スポーツ大会です。 

国際パラリンピック委員会（IPC）の地域委員会であるアジアパラリンピック委員会
（APC）が主催し、原則 4 年に⼀度開催しており、⽇本での開催は、初めてとなります。 

    
■過去大会実績及び今後の大会開催予定 

回 開催年 開催都市 開催国 参加国及び地域 参加選手数 
1 2010年 広州 中国 41 2,289人 
2 2014年 仁川 韓国 41 2,497人 
3 2018年 ジャカルタ インドネシア 43 2,888人 
4 2023年 杭州 中国 44 約3,100人 
5 2026年 愛知・名古屋 ⽇本 ― ― 
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２┃愛知・名古屋⼤会の概要 
（１）第20回アジア競技大会の概要 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第５回アジアパラ競技大会の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

正 式 名 称 【⽇本語】第20回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋） 
【英 語】20th Asian Games Aichi-Nagoya 2026 

会    期 令和 8 （2026）年 9 月19 ⽇〜10 月 4 ⽇ 16⽇間 
実 施 競 技 41 競技 
メ イ ン 会 場 瑞穂公園陸上競技場 
参 加 者 数 選手団（選手、チーム役員）最大15,000人 

大会コンセプト 

◆アスリートセンタードの視点 
◆既存施設の活用 
◆先端技術の駆使 
◆伝統と県⺠・市⺠性に触れるおもてなし 
◆アジア競技大会の開催を誇りに ､ さらなるスポーツ文化の普及へ貢献 

正 式 名 称 【⽇本語】愛知・名古屋2026アジアパラ競技大会 
【英 語】Aichi-Nagoya 2026 Asian Para Games 

会    期 令和 8 （2026）年10 月18 ⽇〜10 月24 ⽇ ７⽇間 
実 施 競 技 18 競技 
メ イ ン 会 場 瑞穂公園陸上競技場 
参 加 者 数 選手団（選手、チーム役員）3,600〜4,000人 

大会コンセプト 

◆アスリートセンタードの視点 
◆既存施設の活用 
◆先端技術の駆使 
◆伝統と県⺠・市⺠性に触れるおもてなし 
◆アジアパラ競技大会の開催を誇りに、更なるスポーツ文化の普及へ貢献 
◆共生社会の実現 

＜大会エンブレム＞ 
公式マスコット 

「ホノホン ／ ＨＯＮＯＨＯＮ」 ＜大会スローガン＞ 

＜大会スローガン＞ 

公式マスコット 

「ウズミン ／ ＵＺＵＭＩＮ」 ＜大会エンブレム＞ 
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３┃愛知・名古屋⼤会の開催効果をレガシー形成へ 
さまざまな開催効果をレガシー形成につなげ、より良い未来のNAGOYAへ 
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 参考２  用語解説                      
 
 

用語 頁 解説 
あ⾏ 

あいサポート運動 20 
誰もがさまざまな障害の特性などを理解して、障害のあ
る人に対してちょっとした手助けや配慮などを実践する
ことで障害のある人が暮らしやすい社会をすべての市⺠
で⼀緒につくっていくことを目的とした運動。 

アクティブライフ 7,8 
運動・スポーツのほか、レジャー、家事や階段の昇り降
りなど⽇常生活における身体活動を通じて体を動かし、
気軽に楽しく活動的な生活を送るライフスタイル｡ 

アジア・オリンピック
評議会 31 

アジア競技大会の主催者。クウェートに本部を置く。
2019  年 4 月現在、45 の国や地域のオリンピック委員会が
加盟。略称はＯＣＡ。 

アジアパラリンピック
委員会 31 

アジアパラ競技大会の主催者。ドバイに本部を置く。 
2024 年 12 月現在、アジアの 45 の国や地域が加盟。 
略称はＡＰＣ。 

アーバンスポーツ 2,10 
広い場所を必要としない、個人が気軽に始められるなど
の理由で、都市住⺠が参加しやすいスポーツ。都市型ス
ポーツ。 

イノベーション 19,21, 
25,26 

従来の考え方にとらわれない自由な発想で、新たな価値
を生み出し、人々の生活に劇的な変化をもたらすこと。 

インバウンド 11,16 外国人が訪れてくる旅⾏のこと。⽇本へのインバウンド
を訪⽇外国人旅⾏または訪⽇旅⾏という。 

ＳＲＴ 25 

Smart Roadway Transit           の略。技術の先進性による快適
な乗り心地やスムーズな乗降、洗練されたデザインなど
のスマート (Smart)    さを備え、路面 (Roadway)     を走るこ
とでまちの回遊性やにぎわいを生み出す、今までにない
新しい移動手段（ Transit    ）の呼称。 

か⾏  

外国人市⺠ 20 
名古屋市内に住所を有する外国籍の人のほか、⽇本国籍
を取得した人や国際結婚によって生まれた子どもなど外
国の文化を背景に持つ人など、外国にルーツを持つ人。 

グリーンインフラ 22 
自然環境が有する多様な機能（生物の生息・生育の場の
提供、気温上昇の抑制、にぎわい創出や地域の活性化
等）を活用して、環境、防災・減災、地域社会など、
様々な課題解決を図る取り組み。 

グローバル 17,18, 
19,25 

世界的な規模。国境を越えて地球全体にかかわること。
人、物財、情報の国際的移動が活性化して、さまざまな
分野で「国境」の意義が曖昧になるとともに、各国が相
互に依存し、他国や国際社会の動向を無視できなくなっ
ている現象。 

経済波及効果 1,34 
ある産業に需要（消費や投資等）が発生したとき、その
産業の生産を誘発するとともに、次々と他産業の生産も
誘発していく経済活動の波及のこと。 

健康寿命 8,10 本ビジョンでは、介護保険の情報に基づく「⽇常生活動
作が自立している期間」とする。 

交流人口 
13,16,21,
24,25,32,
34 

国内外からの旅⾏者や短期滞在者など、その地域を訪れ 
る人のこと。 



36 

 

 

 

用語 頁 解説 
さ⾏ 

再生可能エネルギー 21,22 
太陽光や太陽熱、⽔力、風力、バイオマスなど、⼀度利
用しても比較的短い期間で再生が可能であり、発電時や
熱利用時に温室効果ガスがほとんど発生しないエネルギ
ーのこと。 

循環型都市 22 
本市がめざす環境都市像の 1 つであり、「廃棄物などの
発生抑制や資源の循環利用、適正処理が促進され、天然
資源の消費を抑制し、環境への負荷が最小限に抑えられ
ているまち」をいう。 

スポーツコンベンション 13 スポーツ大会のこと。 

スポーツツーリズム 12,13 
スポーツを「みる」「する」ための旅⾏そのものや周辺地
域観光に加え、スポーツを「ささえる」人々との交流な
ど、複合的で豊かな旅⾏スタイルの創造をめざすもの。 

スポーツプロモーション 12 スポーツの普及・促進、発展。 

た⾏ 

ダイバーシティ  2,17, 
19 

「多様性」のこと。性別や国籍、年齢などに関わりなく
多様な個性が力を発揮し、共存できる社会のことをダイ
バーシティ社会という。  

脱炭素 21,22 
人の活動に伴って発生する温室効果ガスの排出量と吸収
作用の保全及び強化により吸収される温室効果ガスの吸
収量との間を均衡させること。 

な⾏ 

名古屋市ファミリーシ
ップ制度 20 

互いを人生のパートナーとし、⽇常生活において、対等
な立場で継続的な共同生活を⾏っている又は⾏うことを
約したお 2 人が市に宣誓し、市が宣誓書受領証等を交付
するもの。 

燃料電池自動車 22 
燃料電池で⽔素と酸素の化学反応によって発電した電気
エネルギーを使って、モーターを回して走り、走⾏時に
二酸化炭素や大気汚染物質を排出しない自動車のこと。 

は⾏ 

ホスピタリティ 11 本ビジョンでは、「地元の人々が旅⾏者を迎え入れる際
に有するおもてなしの心」とする。 

ら⾏ 

リニア中央新幹線 21,24, 
25 

全国新幹線鉄道整備法に基づいて計画された、東京都を
起点、大阪府を終点とする新幹線鉄道。平成 23 年 5 月
に決定された整備計画において、走⾏方式は超電導磁気
浮上方式（超電導リニア）とし、最高速度は 505 キロメ
ートル／時とすることが定められた。 
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 参考３  策定の経緯                      

１┃主な経緯 

⽇付 事項 備考 

平
成
30
年
度 

6 ⽉ 4 ⽇ 第 1 回有識者懇談会 大会を契機として本市がめざすべ
きものについて意⾒交換 

11⽉15⽇ 第 2 回有識者懇談会 
まちの姿を実現するための取り組
みの⽅向性、ビジョンの理念及び
題名について意⾒交換 

1 ⽉21⽇ 第 3 回有識者懇談会 まちの姿と取り組みの⽅向性につ
いて意⾒交換 

2 ⽉ 7 ⽇ 学生意⾒交換会 
大会を契機として本市がめざすべ
きまちの姿とその実現⽅法につい
て意⾒交換 

3 ⽉18⽇ 第 4 回有識者懇談会 中間案（素案）について意⾒交換 

令
和
元
年
度 

4 ⽉22⽇ 第 5 回有識者懇談会 ビジョン案（素案）について意⾒
交換 

6 ⽉ 5 ・ 6 ⽇ 
所管事務調査 
（2026  アジア競技大会 
ＮＡＧＯＹＡビジョン（案）について）  

都市活⼒向上特別委員会（ 6 ⽉ 5 ⽇） 
総務環境委員会（ 6 ⽉ 6 ⽇） 

7 ⽉ 1 ⽇から
31 ⽇まで パブリックコメント実施 ― 

9 ⽉ 2 ⽇ 市⺠のご意⾒及び市の考え⽅ 
公表 ― 

 ＜学生意⾒交換会概要＞ 
  ⽇ 時 : 平成31年 2 ⽉ 7 ⽇（木）13 時〜15 時30 分 

  場 所 : 名城大学ナゴヤドームキャンパス⻄館 2 階 社会連携センターshake    
参加者 : 県内 6 大学の学生23 名 
内 容 : 大会を契機として「将来の名古屋がどんなまちになってほしいか」をテーマに 

意⾒交換 
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２┃第20回アジア競技⼤会名古屋市レガシー・ビジョン有識者懇談会 

＜開催概要＞ 

回 開催⽇程 議題内容 

第1回 
平成30 年 6 ⽉ 4 ⽇(⽉) 
16 時30 分〜17 時30 分 

アジア競技大会を契機として本市がめざすべきものに
ついて 

第2回 
平成30 年11 ⽉15 ⽇(木) 
10 時〜12 時 

ビジョンにおける「まちの姿」を実現するための取り
組みの⽅向性、ビジョンの理念及び題名について 

第3回 
平成31 年 1 ⽉21 ⽇(⽉) 
13 時〜14 時30 分 

「まちの姿」及び取り組みの⽅向性について、委員の
追加について 

第4回 
平成31 年 3 ⽉18 ⽇(⽉) 
13時〜15時 

名古屋市レガシー・ビジョン（仮称）中間案（素案）
について 

第5回 
平成31 年 4 ⽉22 ⽇(⽉) 
9 時30分〜11時30分 

名古屋市レガシー・ビジョン案（素案）について 

＜委員名簿＞                           （敬称略 50音順） 

氏  名 分  野 役 職 等 

板倉 健  (いたくら けん) 経  済 名古屋市⽴大学経済学研究科教授 

岡田 亜弥 (おかだ あや) 国際/多文化共生 名古屋大学大学院国際開発研究科教授 

奥宮 正哉 (おくみや まさや) 環  境 名古屋大学大学院環境学研究科教授 

◎原田 宗彦 (はらだ むねひこ) スポーツマネジメント 早稲田大学スポーツ科学学術院教授 

福島 茂  (ふくしま しげる) ま ち づ く り 名城大学都市情報学部教授 

藤原 直⼦ (ふじわら なおこ) 多 様 性 椙山⼥学園大学人間関係学部教授 

松村 亜⽮⼦(まつむら あやこ) 健康とスポーツ 中部大学生命健康科学部講師 

⽮野 卓真 (やの たくま) 産 業 技 術 名古屋⼯業大学産学官⾦連携機構准教授 

○來田 享⼦ (らいた きょうこ) スポーツと教育 中京大学スポーツ科学部教授 
◎︓座⻑、○︓副座⻑ 
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３┃パブリックコメント 

＜実施概要＞ 

（1）募集期間 
令和元年 7 ⽉ 1 ⽇（⽉）から31 ⽇（水）まで 

（2）閲覧・配布場所 
ア 本冊⼦ 

市公式ウェブサイト、市⺠情報センター、各区役所情報センター、支所、各区図書館などに
おいて閲覧用に配架 

イ 概要版 
市公式ウェブサイト、市⺠情報センター、各区役所情報センター、支所、各区図書館、地下
鉄各駅などにおいて配布 

（3）提出状況 
意⾒提出者数  7 人（FAX 4 人、郵送 2 人、メール 1 人） 
意 ⾒ 件 数  13 件 

（4）意⾒の内訳 

項  目 意⾒件数 

第20回アジア競技大会に関すること 1 件 

まちの姿 1  健康・地域活⼒に関すること 6 件 

まちの姿 2  魅⼒・誇りに関すること 4 件 

まちの姿 3  国際交流・多様性に関すること 1 件 

まちの姿 4  イノベーション・持続可能性に関すること 1 件 

合  計 13 件 
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 参考４  改訂の経緯                      

１┃改訂の趣旨 

  令和元年に策定した本ビジョンは、「名古屋市総合計画２０２３」と整合を図りながら、大会 

終了後の 2030 年頃のめざすまちの姿を明らかにするために策定しました、大会まで残り2年と 

迫る中で、次期総合計画である「名古屋市総合計画２０２８」の策定されたことや第５回アジア 

パラ競技大会の開催決定がされたことなどに伴い、一部改訂を⾏うもの。 

２┃主な経緯 
⽇付 事項 備考 

令和 6 年 9 ⽉11 ⽇ 第 1 回有識者懇談会 2026アジア・アジアパラ競技大会ＮＡＧＯ
ＹＡビジョン案（素案）について意⾒交換 

  ＜障害者団体連絡会概要＞ 
  ⽇ 時 : 令和 6 年 8 ⽉23 ⽇（⾦）9時30分〜12 時 
  場 所 : 名古屋市役所⻄庁舎 12 階 ⻄12 Ｅ会議室 

参加者 : 市内12 団体 
内 容 : 「２０２６アジア競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョンの改訂について」説明、意⾒聴取 

３┃2026アジア・アジアパラ競技⼤会NAGOYAビジョン有識者懇談会 
＜開催概要＞ 

回 開催⽇程 議題内容 

第1回 
令和 6 年 9 ⽉11 ⽇(水) 
10 時00 分〜12 時00 分 

2026アジア・アジアパラ競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョ
ン案（素案）について意⾒交換 

＜委員名簿＞                           （敬称略 50音順） 
氏  名 分  野 役 職 等 

板倉 健  (いたくら けん) 経  済 名古屋市⽴大学大学院経済学研究科教授 

岡田 亜弥 (おかだ あや) 国際/多文化共生 名古屋大学大学院国際開発研究科教授 

奥宮 正哉 (おくみや まさや) 環  境 名古屋産業科学研究所上席研究員 

◎原田 宗彦 (はらだ むねひこ) スポーツマネジメント 大阪体育大学学⻑ 

福島 茂  (ふくしま しげる) ま ち づ く り 名城大学都市情報学部教授 

藤原 直⼦ (ふじわら なおこ) 多 様 性 椙山⼥学園大学人間関係学部教授 

松村 亜⽮⼦(まつむら あやこ) 健康とスポーツ 中部大学創造的リベラルアーツセンター准教授  

⽮野 卓真 (やの たくま) 産 業 技 術 名古屋⼯業大学産学官⾦連携機構准教授 

來田 享⼦ (らいた きょうこ) スポーツと教育 中京大学スポーツ科学部教授 
◎︓座⻑
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１．テストイベントの検討状況について 

（１）概要 

競技運営及び大会運営の能力を高めることを目的として 2025 年度から大会

までの間にテストイベントを実施する。 

 

（２）基本方針           

競技団体が主催する既存大会を活用し、大会時に使用する会場にて各競技の

テストイベントを実施する。また、適切な既存大会がない競技については、組

織委員会主催で競技団体の模擬試合を行い、計時計測等のテストを実施する。 

 

（３）テスト内容  

・大会の円滑な実施に向け、本番で使用する会場の施設設備、資機材や用具、

システム等を用いて競技を行い、使用状況を確認して不具合の修正等を行う。 

・各会場で会場・競技運営を担う人材に対し、本番を想定した研修・訓練を

行う。 

 

（４）テストイベント実施競技数 

  テストイベント実施競技数について、アジア競技大会においては全競技

を、アジアパラ競技大会においては陸上競技及び水泳を含む少なくとも２競

技を実施することが開催都市契約に定められている。 

 

テストイベントの競技数及び競技会場一覧表（２０２４年１２月末時点） 

大会名 

全数 うち市内 うち市所有 

競技数 
競技 

会場数 
競技数 

競技 

会場数 
競技数 

競技 

会場数 

アジア競技大会 ４１ ４６ １８ １６ １２ １３ 

アジアパラ競技大会 ３ ３ ２ ２ ２ ２ 

 

 

 

（５）テストの形態 

１．既存大会を活用 

 

 

２．組織委員会主催大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市内競技会場の変更について 

アジア競技連盟による競技会場の視察により、ゴルフの会場が変更となる。本件は

12 月 26 日（木）の第 35 回 組織委員会理事会にて、仮決定が変更される予定である。 

 

競技 競技会場 

【変更前】 【変更後】 

ゴルフ 愛知カンツリー倶楽部 

東山コース 

春日井カントリークラブ 

東コース 

テスト形態 概要 

競技団体 

主催大会 

・競技団体が主催する既存大会を活用し、組織として必要なテスト

を行うとともに、組織委員会が効率的に大会運営の経験を積むこ

とを目的として行う。 

テスト形態 概要 

テクニカル 

リハーサル 

・主に、会場施設の改修期間が本大会直前までかかり、既存の大

会開催ができない場合に組織委員会が一部のテストを行うもの。 

・テスト項目としては、競技エリアの確認や照明、音響、計時計

測機器等の動作確認を中心とする。 

全体演習 

・大会本番時のトラブルを最小限に抑えて、円滑に運営するため

に、組織委員会がイニシアティブをとって「大会運営の一連の流

れ」、「各部署の連携」を本番環境に近い形態でテストする必要が

あるもの 

アジア・アジアパラ競技大会における 

テストイベントの検討状況等について 
 

報告事項１ 資料５
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報告事項２ イベント等におけるあいさつ文案 

 

2026 年に愛知・名古屋市で開催される第 20 回アジア競技大会及び第 5回ア

ジアパラ競技大会は、これまでにこの地域が経験したことのない規模の国際総

合スポーツ大会です。 

 

大会の理念として、国際的な友情や平和、また多様性を尊重しあう共生社会

の実現がうたわれております。 

 

大会の成功はもちろんですが、大会を契機として「夢や希望をはぐくみ、だ

れもが自分らしく生きることができる」名古屋のまちとして、市民一人ひとり

の多様性や国際理解が進み、スポーツを通じて市民の健康増進と地域活動の活

性化を図るきかっけにしていきたいと思います。 

 

市民の皆様には、ぜひ試合観戦やボランティア活動等を通じて大会に参画し

ていただき、一緒に大会を大きく盛り上げていきたいと思います 。 

資料６



令和6年12月24日 

 

各局区室長 様 

 

総 務 局 長 

 

アジア・アジアパラ競技大会のＰＲについて（依頼） 

 

日頃からアジア・アジアパラ競技大会の推進に格別のご理解とご協力をいただき誠に

ありがとうございます。 

開催まで残り２年を切った両大会につきまして、より一層の市民への周知、機運醸成

を行いたく思っております。 

つきましては、下記のとおり両大会への機運醸成にご協力いただきますようお願いい

たします。 

 

 

記 

 

 

１ 依頼事項 

貴局区室にて実施しているイベントなど、市民等に両大会についてＰＲが可能な場合、

大会のＰＲグッズ及びスポーツ体験資材等をお渡しいたしますので、目的等に合わせて

ご活用いただきますようお願いいたします。 

※数や予約の都合上、ご希望に添えない場合があります。 

 

 

２ ＰＲグッズ・体験資材 

 別添１参照 

 ※ＰＲ資材の無断譲渡・転貸は禁止します。 

 ※その他にご希望等があれば適宜、ご相談ください。 

 

 

３ 依頼方法 

貸出希望日の14 日前までに依頼票（別添２）に必要事項を記入し、下記までご送付く

ださい。貸出可能期間は最大で７日以内です。 

 

依頼票提出先：a2243@somu.city.nagoya.lg.jp 

 

 

問い合わせ 

総務局アジア・アジアパラ競技大会推進課 

担当：酒井、足立、菊地 内線：4079  

メール：a2243@somu.city.nagoya.lg.jp 

資料７

http://#
http://#


パンフレット

アジア・アジアパラ競技大会PRグッズ①

ポスター

別添1



木製しおり

アジア・アジアパラ競技大会PRグッズ②

マグネットしおり



ボッチャ

アジア・アジアパラ競技大会体験資材①

SDGｓボッチャ

〇貸出資材〇
ボッチャセット、ターゲットプレイシート、フロアシート

〇貸出資材〇
SDGsボッチャセット、プレイシート、フロアシート



ストラックアウト

アジア・アジアパラ競技大会体験資材②

〇貸出資材〇
ストラックアウト、ネット、ボール


